
 
 

2020 年 6 月 24 日 

NTT アドバンステクノロジ株式会社 
株式会社ラクス 

 

NTT-ATとラクス、「WinActor®」と「楽楽明細」を連携 
～請求情報の連携を可能にするサンプルシナリオを 

「WinActor シナリオセンタ」から提供開始～ 
 

NTT アドバンステクノロジ株式会社（以下：NTT-AT、本社：神奈川県川崎市、代表取締役社

長：木村丈治）と、株式会社ラクス（以下：ラクス、本社：東京都渋谷区、代表取締役：中村崇

則）は、2020 年 4 月 1 日に NTT-AT などが新設した「WinActor シナリオセンタ」より、NTT-
AT が開発・提供中の RPA ツール「WinActor」と、ラクスが提供する WEB 帳票発行システム

「楽楽明細」を連携するサンプルシナリオの提供を開始しました。 

 
■ WinActor サンプルシナリオ提供の背景・目的 

NTT-AT は、すでに『自らの DX（デジタルトランスフォーメーション）』として「WinActor」
を活用した自社の基幹システムのクラウド化（SAP S/4 HANA® Cloud Multi-tenant-edition）を完

了*1 し、運用を開始しています。また、WEB 帳票発行システム「楽楽明細」*2 と基幹システムを

「WinActor」により連携し、請求書発行業務の効率化を実現するとともに、その知見を活かした成

果を「WinActor」および「楽楽明細」のユーザー向けに提供すべく協業*3を開始しておりました。 
今回作成した請求情報の連携を可能とするサンプルシナリオは、NTT-AT とラクスが企業の DX・

業務効率化の推進支援に向けた協業活動の更なる一歩として「WinActor シナリオセンタ」*4 より

提供する、初のサンプルシナリオとなります。 
 

*1 NTT アドバンステクノロジ、「SAP S/4HANA® Cloud」導入による基幹システムのクラウド化を 6 か月で完了 
https://www.ntt-at.co.jp/news/2019/detail/release190730.html 

 

*2 NTT-AT、ラクスの WEB 請求書発行システム「楽楽明細」を導入 
https://www.ntt-at.co.jp/news/2019/detail/release191127.html 

 

*3 NTT-AT とラクスが企業の DX・業務効率化に向け協業開始 
https://www.ntt-at.co.jp/news/2019/detail/release200312.html 

 

*4 DX 関連ビジネスの拡大に向け、「WinActor シナリオセンタ」を新設 
https://www.ntt-at.co.jp/news/2020/detail/release200611.html 

 
■「WinActor」×「楽楽明細」 サンプルシナリオの内容 

 今回提供するサンプルシナリオの内容は以下のとおりです。 
サンプルシナリオ名 「楽楽明細」へ請求情報の一括登録 
シナリオの内容 「WinActor」が、帳票データが記載された CSV ファイルを基幹シ

ステムから読み込み・データを加工のうえ、「楽楽明細」に帳票デー

タの登録を行います。 
公開先 「楽楽明細の帳票データ登録サンプルシナリオ（WEB 版）」 

https://winactor.biz/samplescenario/2020/06/24_2247.html 
「楽楽明細の帳票データ登録サンプルシナリオ（API 版）」 
https://winactor.biz/samplescenario/2020/06/24_2257.html 
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■「WinActor」×「楽楽明細」 サンプルシナリオ活用による効果 

今回提供を開始したサンプルシナリオを活用することで、「楽楽明細」ユーザーは、基幹システム

から請求データ・顧客情報を取得してから、データを加工し、「楽楽明細」にデータ登録をするまで

のプロセスを「WinActor」により自動化できます。自動化のパターンは以下の 2 種類です。 
 
（1） Web ブラウザ上の楽楽明細画面の操作を自動化し、楽楽明細へ帳票データを登録 
（2） 楽楽明細の Web API 連係機能を利用して帳票データを登録 

 
どちらのパターンでも、人手を介さずに業務プロセスを完了できるため、内部統制の強化や帳票

発行業務の更なる効率化を図ることができます。 
 
 ▼自動化のイメージ 

 

 
■今後の展開 

 NTT-AT とラクスは、今後も「WinActor」を活用した「楽楽明細」ユーザー向けシナリオ提供等

により、帳票発行業務をはじめとするお客様の経理業務の DX 推進を支援いたします。 
 
 
 

 

 



●「WinActor」の概要【製品サイト：https://winactor.biz/】 

「WinActor」は、NTT アクセスサービスシステム研究所で研究開発された技術をベースに、NTT-AT が

商品化した純国産の RPA です。Windows®アプリケーション、Web アプリケーションで行うさまざまな操作

を「シナリオ」として記録し、自動化します。定型的な繰り返し作業や、大量データを扱う作業を正確に再現

することが可能です。さらに、既存システムに手を加えることなく、これまで人手で行ってきた複雑な操作や、

複数システムにまたがるデータの投入を自動化し、人手作業の効率・品質・コストの大幅な改善につなげる

ことができます。 

「WinActor」は、企業等の働き方改革・業務効率化に貢献するツールとして日本で最も注目されている

RPA のひとつです。日本企業の業務にマッチした純国産 RPA として、金融業から物流・小売業と幅広い

分野の 5,000 社を超える企業に導入され（2020 年 5 月現在）、大企業のほか中堅・中小企業や全国の自

治体にも利用者が増え続けています。 
 
●「楽楽明細」の概要【製品サイト：https://www.rakurakumeisai.jp/】 

「楽楽明細」は、紙で郵送していた請求書などの帳票を「電子化」し、あらかじめ指定した WEB・
メール・郵送・FAX のいずれかの手段で取引先へ自動で発送するクラウドシステムです。例えば請

求書を発行する場合、システムへ請求データを取り込むだけで電子請求書を発行し、WEB 上のお

客様専用ページで公開することができます。発行業務が劇的に効率化されるだけでなく、郵送費・

封筒代・紙代などの経費も削減できます。 
 

【NTT アドバンステクノロジ株式会社 会社概要】 https://www.ntt-at.co.jp/ 

NTT アドバンステクノロジ株式会社は、1976 年の創立以来、NTT グループの技術的中核企業とし

て、NTT 研究所のネットワーク技術、メディア処理技術、日本語処理技術、環境技術、光デバイス、ナ

ノデバイス技術などの多彩な先端技術のみならず、国内国外の先端技術を広く取り入れ、それらを融合

してお客様の課題を解決し、お客様にとっての価値を提供し続けています。 
名称  ： NTT アドバンステクノロジ株式会社 
所在地 ： 神奈川県川崎市幸区大宮町 1310 ミューザ川崎セントラルタワー 
設立   ： 1976 年 12 月 17 日  
資本金 ： 50 億円  
代表者 ： 代表取締役社長 木村丈治  
事業内容： トータルソリューション事業、セキュリティ事業、クラウド・IoT 事業、AI✕ロボティクス

事業、グローバル事業、知的財産事業 
 
【株式会社ラクス 会社概要】 https://www.rakus.co.jp/ 

株式会社ラクスは、「IT 技術で中小企業を強くします！」をミッションに、楽に導入できて楽に使え

る、業務の効率化や企業の発展を図るためのクラウドサービスを提供しています。 
名称  ： 株式会社ラクス  
所在地 ： 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-27-11 アグリスクエア新宿  
設立   ： 2000 年 11 月 1 日  
資本金 ： 3 億 7,837 万円  
代表者 ： 代表取締役 中村崇則   
事業内容： クラウドサービス事業  



※「WinActor」は、NTT アドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。 
※「楽楽明細」は、株式会社ラクスの登録商標です。 
※記載された会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。 
※掲載のデータは発表日現在の情報です。予告なしに変更されることがございますので、あらかじめご了承ください。 
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